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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０ 

 

愛称：ゆとりずむ５０ 

 
 

第26期（決算日：2025年12月15日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 無期限（2000年８月11日設定） 

運用方針 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド、三菱

ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 

海外株式アクティブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 海外

債券アクティブマザーファンドの各受益証券を主要投

資対象とし、国内株式・国内債券・海外株式・海外債券

へ分散投資を行い、信託財産の長期的な成長をめざしま

す。各資産の市場見通しに基づき、相対的な魅力度を勘

案の上、標準組入比率から一定の範囲内で資産配分の変

更を行うことにより、リスク分散にも留意した資産構成

をめざします。 

主要運用対象 

ベビーファンド 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザー

ファンド、三菱ＵＦＪ 国内債券アクティ

ブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 海外株式

アクティブマザーファンドおよび三菱

ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファ

ンドの各受益証券 

三菱ＵＦＪ 国内株式 

アクティブマザーファンド 
わが国の株式 

三菱ＵＦＪ 海外株式 

アクティブマザーファンド 
わが国を除く世界主要国の株式 

三菱ＵＦＪ 国内債券 

アクティブマザーファンド 
わが国の公社債 

三菱ＵＦＪ 海外債券 

アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の公社債（国債、

政府保証債、政府機関債、国際機関債、社

債等） 

主な組入制限 

ベビーファンド 

株式への実質投資割合は信託財産の純資

産総額の70％未満とし、外貨建資産への

実質投資割合は信託財産の純資産総額の

50％以下とします。 

三菱ＵＦＪ 国内株式 

アクティブマザーファンド 

株式への投資に制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外株式 

アクティブマザーファンド 

株式および外貨建資産への投資に制限を

設けません。 

三菱ＵＦＪ 国内債券 

アクティブマザーファンド 
外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 

アクティブマザーファンド 
外貨建資産への投資に制限を設けません。 

分配方針 

毎年１回決算（原則として12月15日。ただし、12月15日

が休業日の場合は翌営業日とします。）を行い、基準価

額水準、市況動向等を勘案して分配を行う方針です。原

則として、配当等収益の水準を考慮して分配しますが、

信託財産の成長を優先し、分配を抑制する場合がありま

す。ただし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行

わないことがあります。 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

22期(2021年12月15日) 18,918 0 12.0 22,389 10.9 52.2 － 39.9 － 0.3 2,551 

23期(2022年12月15日) 18,627 0 △ 1.5 22,461 0.3 51.3 － 42.0 － 0.3 2,551 

24期(2023年12月15日) 21,015 0 12.8 24,944 11.1 52.0 － 43.1 － 0.2 2,869 

25期(2024年12月16日) 23,383 0 11.3 28,046 12.4 51.6 － 42.2 － 0.3 3,228 

26期(2025年12月15日) 26,312 100 13.0 30,984 10.5 50.6 － 41.7 0.5 0.3 3,515 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）30％、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ＜総合＞（国内債券投資収益指

数）35％、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）20％、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベース）

10％、有担保コール（翌日物）５％を組み合わせた合成指数です。 

（注） 外国の指数は基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2024年12月16日 23,383 － 28,046 － 51.6 － 42.2 － 0.3 

12月末 23,480 0.4 28,290 0.9 51.6 － 42.5 △0.6 0.3 

2025年１月末 23,495 0.5 28,202 0.6 51.5 － 42.4 － 0.3 

２月末 22,876 △ 2.2 27,468 △ 2.1 50.7 － 44.6 △0.2 0.3 

３月末 22,700 △ 2.9 27,224 △ 2.9 51.2 － 43.4 － 0.2 

４月末 22,580 △ 3.4 27,015 △ 3.7 51.7 － 42.3 △1.1 0.2 

５月末 23,401 0.1 27,722 △ 1.2 49.8 － 41.7 1.1 0.2 

６月末 24,089 3.0 28,263 0.8 49.4 － 42.4 △0.2 0.2 

７月末 24,662 5.5 28,795 2.7 50.7 － 41.1 0.9 0.2 

８月末 25,079 7.3 29,193 4.1 50.3 － 41.5 2.1 0.3 

９月末 25,597 9.5 29,712 5.9 49.8 － 42.6 1.0 0.3 

10月末 26,258 12.3 30,744 9.6 50.5 － 42.3 0.7 0.3 

11月末 26,427 13.0 30,910 10.2 50.1 － 41.9 0.7 0.3 

(期  末)          

2025年12月15日 26,412 13.0 30,984 10.5 50.6 － 41.7 0.5 0.3 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

運用経過
第26期：2024年12月17日～2025年12月15日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 6 期 首 23,383円
第 2 6 期 末 26,312円
既払分配金 100円
騰 落 率 13.0％

（分配金再投資ベース）

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ13.0％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（10.5％）を2.5％
上回りました。

ベンチマークとの差異

主に、米国のトランプ政権による関税政策の影響等から一時急落
する局面があったものの、人工知能（ＡＩ）・半導体関連セク
ターが主導する格好で国内株式と海外株式が上昇したことなど
が、基準価額のプラス要因となりました。

上昇要因

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

第26期：2024年12月17日～2025年12月15日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年３月中旬にかけて
は、米国の大統領選挙に勝利したトラン
プ氏による政策への期待と不安が交錯し
たことなどにより一進一退の展開となり
ました。
３月下旬から４月上旬にかけては、トラ
ンプ政権による関税政策により先行きの
不確実性が高まったことなどから下落し
ました。
４月中旬から期間の終わりにかけては、
米国と主要国の関税協議が進展したこと
や、我が国で新たな政権が発足し、政策
運営などへの期待が高まったことなどを
受けて上昇しました。

  海外株式市況
海外株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年４月にかけては、
米国の関税政策に関する発言や各国との
交渉に関する報道に市場が反応し、変動
の激しい展開となりました。その後通商
交渉の進展に加え、米経済指標が労働市
場の減速を示唆したことで米利下げへの
期待が高まり、株価は上昇しました。９
月後半には米連邦公開市場委員会（ＦＯ
ＭＣ）で実際に利下げが決定されたこと
で、景気が下支えされるとの見方が広

がったことや、堅調な企業業績を受け株
価はさらに上昇し、結果として期間の初
めに比べ上昇しました。

  国内債券市況
国内金利は上昇しました。
国内金利は、日銀の国債買い入れ額の減
少や短期金利目標水準の引き上げ、財政
拡大観測による国債需給悪化懸念などを
背景に、上昇しました。

  海外債券市況
米長期金利は低下、独長期金利は上昇し
ました。
2024年12月の米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）後のパウエル議長の記者会
見で、今後の利下げに対する慎重なスタ
ンスが示されたことなどから、米国長期
金利は上昇して始まりました。その後、
米国の相互関税賦課によってグローバル
経済の減速懸念が高まったことや、米連
邦準備制度理事会（ＦＲＢ）主要メン
バーが追加利下げを支持したことなどか
ら、米国長期金利は低下しました。独長
期金利は、サービス業を中心に欧州経済
が堅調に推移していることなどから、複
数の欧州中央銀行（ＥＣＢ）高官が今後
の利下げに慎重な姿勢を示したことなど
を背景に、上昇しました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
内外の株式・債券を実質的な主要投資対
象とし、各資産の指数を合成した指数を
ベンチマークとして、中長期的にベンチ
マークを上回る投資成果をめざしました。
標準組入比率は、国内株式30％、国内債
券35％、海外株式20％、海外債券10％、
短期金融資産５％としています。各資産
の市況見通しに基づき、相対的な魅力度

を勘案の上、標準組入比率から一定の範
囲内で資産配分の変更を行うことにより、
リスク分散にも考慮した資産構成をめざ
しました。資産配分の変更の範囲は、国
内債券については標準組入比率から
±10％程度、国内株式・海外株式・海外
債券については標準組入比率から±５％
程度としました。当期間の資産配分の変
更は以下の通りです。

  為替市況
米ドル、ユーロは対円で上昇しました。
日本で緩和的な金融政策を志向している
とみられている自民党の高市氏が首相に

就任し、日銀による利上げ時期の後ろ倒
しが意識されたことなどを背景に、米ド
ル、ユーロは対円で上昇しました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

国内株式 国内債券 海外株式 海外債券 主な変更事由

期　首 OW UW OW OW

2024年12月 OW UW OW OW＋ 米国のインフレ率鈍化や消費者信頼感の低下などを受け、
海外債のOW幅を拡大。

2025年 １ 月 OW UW－ OW OW＋
米国の雇用が軟化しつつあることなどから、海外債の
OW幅を拡大。実質賃金の前年割れが続くなか、やや売
られ過ぎたとみて、国内債のUW幅を縮小。

 ２ 月 OW＋ UW－ OW＋ OW
米国でＡＩ関連のハードウェア生産を推進する方針が出た
ことなどから、内外株のOW幅を拡大。実質所得回復の
鈍さ等から、国内債のUW幅を縮小。

 ３ 月 OW UW OW＋ OW－
米国株の割高感がやや薄れたことや、ドイツの財政政策積
極化等を考慮し、海外株のOW幅を拡大し、海外債の
OW幅を縮小。

 ４ 月 OW－ UW OW OW－
国内株のOW幅を一時拡大後、米関税引上げ延期による
急反発を受け、OW幅を縮小。米関税による物価高を懸
念し、海外債のOW幅を縮小。

 ５ 月 OW－ UW－ OW－ OW
米関税政策軟化の兆しによる株価上昇を受け、内外株の
OW幅を縮小。実質賃金の下振れ等を受け、国内債の
UW幅を縮小。

 ７ 月 OW＋ UW OW＋ OW
米関税政策が対中国で緩和しつつあること、世界的な防衛
費拡大、中東情勢の緊張緩和等を受け、国内株と海外株の
OW幅を拡大。

 ９ 月 OW UW－ OW OW
東京都区部の消費者物価の動きから、インフレ圧力が弱ま
る兆しが出てきたことなどを受け、国内債のUW幅を縮
小。

10月 OW＋ UW OW OW
内閣交代に伴う財政拡張観測や海外投資家の積極化、輸入
物価下落による企業のコストダウン効果等を考慮し、国内
株のOW幅を拡大。

11月 OW－ UW＋ OW OW

半導体関連を中心に株価急上昇に伴う過熱感が顕著である
ことなど考慮し、国内株のOW幅を縮小。円安進行等に
よるインフレ率高止まりを見込んで、国内債のUW幅を拡
大。

期　末 OW UW OW OW

※ 『ＯＷ』は基準の配分比率より多く、『ＵＷ』は基準の配分比率より少ない配分を、『Ｎ』は基準の配分比率を、±記
号は配分比率の増減を示しています。
※時価変動による組入比率の変動は考慮していません。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
銘柄選定にあたっては、以下の２つの観
点から行いました。
　① 中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄

　② 企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘柄

組入銘柄数は、49～56銘柄程度で推移さ
せました。当期間ではビッグデータなど
を活用して利益基盤を再構築したコカ・
コーラ　ボトラーズジャパンホールディ
ングスや、収益性重視の経営への転換に
よる利益率の上昇を見込むイトーキなど
17銘柄を新規に組み入れました。一方、
株価上昇により割安感が低下したＦＯＯ
Ｄ ＆ ＬＩＦＥ ＣＯＭＰＡＮＩＥＳや、
利益貢献度の高い商材の独占販売契約が
終了するＢＵＦＦＡＬＯなど20銘柄を全
株売却しました。

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
個別銘柄選択にあたっては、株価に割安
感があり、独自の成長テーマを持った銘
柄に注目して選別的投資を実施しまし
た。 
組入銘柄数は、株価水準や業績動向など

を勘案し、成長性に魅力のある銘柄への
入れ替えなどを実施した結果、期間の初
めの69銘柄から期間末は59銘柄としまし
た。
国・地域別配分に関しては、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、概ねニュー
トラルとしました。
業種別配分に関しては、一般消費財・
サービス、生活必需品などのセクターを
オーバーウェイト、情報技術、資本財・
サービスなどのセクターをアンダーウェ
イトとしました。
米国のALPHABET INC-CL CやCHUBB 
LTDな ど を 新 規 に 組 入 れ、 米 国 の
GOLDMAN SACHS GROUP INCや
SERVICENOW INCなどを全売却しまし
た。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）は、期間の初めか
ら期間末にかけて、短めを基本に調整し
ました。年限別構成については、期間の
初めから期間末にかけて中期ゾーンのア
ンダーウェイトを基本に調整しました。
また、2025年１月中旬から３月上旬、お
よび５月中旬から11月下旬にかけては長
期ゾーンのアンダーウェイト、超長期
ゾーンのオーバーウェイトを基本に調整

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

しました。
債券種別構成については、投資家の資金
余剰感を背景とした需給関係から、一般
債のスプレッド（国債に対する金利差）
は横ばい圏で推移すると判断し、相対的
にスプレッド妙味のある事業債および円
建外債のオーバーウェイト、スプレッド
妙味の乏しい地方債および政府保証債の
アンダーウェイトを維持しました。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。期間を通じて債券の組入比率は
高位を維持しました。
債券デュレーション（平均回収期間や金
利感応度）は、金融政策の織り込み具合
等を注視しコントロールしました。
米国の債券デュレーションは期間の初め
から2025年３月下旬まではベンチマーク
比短めとし、その後は同中立から長めで
コントロールしました。欧州の債券デュ
レーションは期間の初めから2025年４月
上旬までは同長めとし、その後は概ね同
短めとしました。
欧州においては、欧州中央銀行（ＥＣ
Ｂ）の金融政策などを背景に国別配分を
コントロールしました。

ドイツは、期間の初めから2025年４月上
旬まではベンチマーク比アンダーウェイ
トとし、2025年５月の中旬まで同中立か
らオーバーウェイトでコントロールし、
その後は同アンダーウェイトから中立で
コントロールしました。スペインは、期
間を通じて概ね同オーバーウェイトとし
ました。イタリアは、期間の初めから
2025年５月中旬まで同オーバーウェイト
とし、その後は同中立としました。ベル
ギー、オランダは、期間を通じて同中立
からアンダーウェイトでコントロールし
ました。フランスは期間を通じて機動的
にコントロールしました。
カントリーアロケーション戦略（通貨配
分）では、景気の相対感等に着目し通貨
配分をコントロールしました。
米ドルは期間の初めから2025年４月上旬
までベンチマーク比オーバーウェイトと
し、その後は同アンダーウェイトから中
立でコントロールしました。ユーロは期
間の初めから2025年４月上旬まで同アン
ダーウェイトとし、その後は概ね同オー
バーウェイトとしました。ポーランドズ
ロチ・ノルウェークローネ・スウェーデ
ンクローネ・メキシコペソ・マレーシア
リンギットは同オーバーウェイトから中
立でコントロールしました。期間を通じ
て中国元は同アンダーウェイトで維持し
ました。豪ドル・カナダドル・英ポンド
は機動的にコントロールしました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

  三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
ファンドの騰落率は、13.0％の上昇となり、ベンチ
マークの騰落率（10.5％）を2.5％上回りました。
差異の内訳は以下の通りです。
内訳
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド
 1.5％程度
三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド
 0.5％程度
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド
  0.8％程度
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド
 0.1％程度
資産配分要因 0.9％程度
その他（信託報酬等） △1.3％程度

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 医薬品をベンチマークに対してアンダーウェイト、化学をベンチマークに対

して概ねアンダーウェイトとしていたことなどがプラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 川崎重工業をベンチマークに対してオーバーウェイト、セレンディップ・

ホールディングスをベンチマークに対して概ねオーバーウェイトとしていた
ことなどがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 卸売業をベンチマークに対してアンダーウェイト、精密機器をベンチマーク

に対して概ねオーバーウェイトとしていたことなどがマイナスに影響しまし
た。

銘柄選択要因： ＪＶＣケンウッド、古河電気工業をベンチマークに対してオーバーウェイト
としていたことなどがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2024/12/16 ～ 2025/12/15
0.0

5.0

10.0

15.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド
個別銘柄選択効果がプラスに寄与しました。
個別銘柄選択については資本財・サービスセクターや金融セクターなどがプラスに寄与しま
した。
業種別配分については、ヘルスケアセクターのアンダーウェイトなどがマイナスに影響しま
した。
個別銘柄では主に、米国のオンラインで金融サービスを手掛ける企業であるSOFI 
TECHNOLOGIES INCや、ヘルスケアソフトウエアソリューション会社であるHIMS & 
HERS HEALTH INCなどがプラスに寄与し、教育機関保有会社であるADTALEM GLOBAL 
EDUCATION INCなどがマイナスに影響しました。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド
プラス要因
デュレーション
2024年12月中旬から2025年３月下旬および４月上旬から期間末にかけての金利上昇局面
においてファンド全体のデュレーションを短めとしたこと。
債券種別構成
相対的にパフォーマンスの優った事業債および円建外債をオーバーウェイトとしたこと。

マイナス要因
年限別構成
期間を通じて相対的にパフォーマンスの優った中期ゾーンをアンダーウェイトとしたこと。
デュレーション
2025年３月下旬から４月上旬の金利低下局面においてファンド全体のデュレーションを短
めとしたこと。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド
プラス要因
メキシコペソを2025年４月上旬以降ベンチマーク比オーバーウェイトとしていたことなど
がプラス要因となりました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第26期
2024年12月17日～2025年12月15日

当期分配金（対基準価額比率） 100（0.379％）

当期の収益 100

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 17,852

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
引き続き、景気や市況動向などに応じて、
機動的に資産配分を行う方針です。

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
銘柄選定にあたっては、以下の２つの観
点から行います。
　① 中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄を選定

　② 企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘
柄を選定

具体的には、１）経営者のリーダーシッ
プ、２）企業戦略の適切さ、３）マー
ケット支配力・競争力、４）産業の循環、
産業構造の変化等の定性的な要素を踏ま
え、中長期的にみて高い利益成長が期待
できる銘柄や業績の大幅な改善が見込め
る銘柄を選定し、株価の妥当性をチェッ
クしたうえで、組み入れを図ります。
生成ＡＩの普及による恩恵が見込まれる
銘柄が牽引役となり、2025年後半の国内
株式市況は堅調に推移しております。引
き続きＡＩ関連銘柄の好調な業績が継続
することが見込まれるものの、主要国の
金融政策動向など、不透明な要素も存在
することから、当面の国内株式市況につ
いては値動きの大きい展開になると考え

ています。中長期的には、資本コストや
株価を意識した経営が浸透していく中で、
企業経営の高度化が進展し、企業価値を
拡大させる企業が多く現れるとみていま
す。

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
株式の組入比率については、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準（90％
以上）を維持する方針です。
業種配分と銘柄選定におけるアクティブ
戦略により、中長期的にベンチマークを
上回る投資成果をめざします。
国・地域別配分については、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、当面、
ニュートラルとする方針です。
個別銘柄選択では、引き続き、株価に割
安感があり、独自の成長テーマを持った
銘柄に注目しています。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーションは、当面
ベンチマーク対比短めを基本に機動的に
リスク度合いを調整する方針です。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

債券種別構成は、事業債、円建外債につ
いて、ベンチマーク対比多めの保有を維
持する方針です。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
金利戦略においては、各国の景気動向に
加え、財政政策・金融政策を含む各種政
策や市場の内部要因が長期金利へ与える
影響を考慮し、デュレーションなどのコ

ントロールを行います。その中で、欧州
では各国の財政状況や政策対応などを重
視した銘柄選別に注力します。また、カ
ントリーアロケーション戦略においては、
各国のファンダメンタルズ状況や投資家
のリスク選好度を重視し、環境見通しの
変化に対応して調整を行う方針です。債
券の組入比率は高位を維持し、信用力の
高い国債中心の組み入れを維持する方針
です。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

2024年12月17日～2025年12月15日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 291 1.206 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (124) (0.515) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (146) (0.603) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 21) (0.088) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 19  0.078  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 19) (0.078) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 
(先物・オプション) (  0) (0.000) 

(ｃ)有価証券取引税 1  0.006  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  1) (0.006) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 

(ｄ)そ の 他 費 用 2  0.008  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  1) (0.004) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 313  1.298  

期中の平均基準価額は、24,139円です。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.22％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（投信会社）
0.52％

総経費率
1.22％

その他費用
0.01％

運用管理費用（受託会社）
0.09％

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○売買及び取引の状況 (2024年12月17日～2025年12月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 85,691 265,422 164,120 525,151 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 362,685 479,958 210,265 279,246 
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 43,577 294,897 56,383 395,784 
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 39,708 157,761 46,350 184,306 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年12月17日～2025年12月15日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 国内株式 
アクティブマザーファンド 

三菱ＵＦＪ 海外株式 
アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 13,124,973千円 20,568,209千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,527,676千円 10,771,375千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.53   1.90   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月17日～2025年12月15日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,764 779 13.5 7,360 995 13.5 

平均保有割合 12.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 58,001 26,351 45.4 51,254 18,860 36.8 

平均保有割合 4.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
（注）公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 3,856 143 3.7 7,610 3,449 45.3 

平均保有割合 5.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 44,384 3,108 7.0 47,129 4,272 9.1 

平均保有割合 0.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。   

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － 93 494 

 
 
 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 － － 488 

 
 
 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 1,000 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,560千円 
うち利害関係人への支払額（B） 140千円 

（B）／（A） 5.5％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、アコム、モルガン・ス
タンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○組入資産の明細 (2025年12月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 360,791 282,363 1,102,571 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 735,147 887,567 1,152,328 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 99,948 87,142 727,300 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 100,143 93,501 405,927 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2025年12月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 1,102,571 31.0 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 1,152,328 32.4 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 727,300 20.4 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 405,927 11.4 

コール・ローン等、その他 168,658 4.8 

投資信託財産総額 3,556,784 100.0 
 
（注） 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（11,281,808千円）の投資信託財産総額

（11,524,037千円）に対する比率は97.9％です。 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（50,277,582千円）の投資信託財産総額

（51,458,176千円）に対する比率は97.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝156.02円 １カナダドル＝113.29円 １メキシコペソ＝8.6615円 １ユーロ＝183.04円 

１イギリスポンド＝208.51円 １スイスフラン＝195.88円 １スウェーデンクローネ＝16.83円 １ノルウェークローネ＝15.42円 

１デンマーククローネ＝24.51円 １ポーランドズロチ＝43.3271円 １オーストラリアドル＝103.71円 １ニュージーランドドル＝90.52円 

１香港ドル＝20.04円 １シンガポールドル＝120.75円 １マレーシアリンギット＝38.0609円 １中国元＝22.0983円 

１イスラエルシェケル＝48.4199円    

 

  

親投資信託残高 



品 名：03_90003_531501_026_02_三菱ＵＦＪ  ライフプラン  ５０_1087808.docx 

日 時：2026/2/2 10:35:00 

ページ：21 
 

― 21 ― 

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,556,784,386   

 コール・ローン等 151,313,187   

 三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド(評価額) 1,102,571,182   

 三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド(評価額) 1,152,328,298   

 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド(評価額) 727,300,336   

 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド(評価額) 405,927,594   

 未収入金 17,341,868   

 未収利息 1,921   

(B) 負債 41,255,840   

 未払収益分配金 13,360,871   

 未払解約金 7,369,836   

 未払信託報酬 20,458,240   

 その他未払費用 66,893   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,515,528,546   

 元本 1,336,087,161   

 次期繰越損益金 2,179,441,385   

(D) 受益権総口数 1,336,087,161口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 26,312円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,380,617,126円 

期中追加設定元本額 91,526,233円 

期中一部解約元本額 136,056,198円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.6312円です。 

○損益の状況 (2024年12月17日～2025年12月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 489,769   

 受取利息 489,769   

(B) 有価証券売買損益 435,413,579   

 売買益 506,000,321   

 売買損 △   70,586,742   

(C) 信託報酬等 △   39,603,033   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 396,300,315   

(E) 前期繰越損益金 1,077,314,587   

(F) 追加信託差損益金 719,187,354   

 (配当等相当額) (    924,755,653)  

 (売買損益相当額) (△  205,568,299)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,192,802,256   

(H) 収益分配金 △   13,360,871   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,179,441,385   

 追加信託差損益金 719,187,354   

 (配当等相当額) (    925,014,639)  

 (売買損益相当額) (△  205,827,285)  

 分配準備積立金 1,460,254,031   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2024年12月17日～ 
2025年12月15日 

費用控除後の配当等収益額 51,434,450円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 344,865,865円 

収益調整金額 925,014,639円 

分配準備積立金額 1,077,314,587円 

当ファンドの分配対象収益額 2,398,629,541円 

１万口当たり収益分配対象額 17,952円 

１万口当たり分配金額 100円 

収益分配金金額 13,360,871円 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 
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